
肱射能健鯵 100万人署名運動

11/7環境省交渉と署名提出を行います
放射能傭康診断 100万人署名運動全圏実行要員会

連絡先:小山 070-5653-7886 nobiscum@wb4.so-netnejp 

【当日のスケジ.:J.-JJ，】

12:15 参議院会館ロビーに集合(東京メトロ「永田町」駅下車)

13:00 層構省(&復興庁)変渉 参議院会館 102号室(，，-，16:30)

14:30 r園は健康被害を置視しなさい!放射能健診を求める参院集会」

・特別講演 :i甲状腺がん異常多発と健康被害」

高松勇さん〈医師/医療問題研究会〉

.報告と討論:環境省交渉のまとめ

福島県交渉の方針など

17:00 九州竃力抗議行動

都営地下鉄「日比谷」下車

有楽町電気ピルヂング前

甲状腺がんが103人。チ工ルノブイリ事故

の放射能汚染地帯と同じ氷準のがん発見率です。

一刻jも早く固に放射能の健康被害を認めさぜ、

対策をとらせる事が必要です。
7/25環境省との大衆団交(参議院会館)

放射能の健康被害と健康不安を訴える間取らません。環境省の専門家舗でち、「福島

県外でも希望者に健康診断をするのが行政のするべきこと」との意見が専門家自身から上がり

始めました。放射能健診を求める世論が大きくなっています。今が運動を大きく広げる跨です。

10万8干筆の署名を更に上積みし、大衆国交で環境省と交渉します。要求は箸名の「放射
能健診Jr医療補償Jr検査データの開示」。前回 (7/25)の交渉の宿露である「原則として
検査データを本人に開示するよう福島県を指導することJの回答ち求め、交渉します。この揚

に署名を持って集まってください。

また交渉後の集会では、福島県の103人の甲状腺がんと健康被害の評価を医間研・高松医

師の講演で確認します。

女お願い:お手元の署名を持って参加してください。参加できない方は、 11月5日に到着す

るよう郵送してください。郵送先:干120-0024東京都足立区千住関屋町8-8 2階
担当(高瀬) 080-1082-9980 
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Copyright(C)2012~2014 Ateller-Tono. AJI rights reserved. 

福島県の「県民健康管理調査」で、小児甲状腺がんが多故発見されています。放射能被ばくによる健康被

害は、全国に広がっています。放射能健康診断と医療補償の制度を実現することが緊急に必要となっていま

す。

しかし、国や福島県、東京電力は放射能による健康被害を認めず、避難の権利や子どちだちに般射能倹診

を継続的におこなうと定め疋「原発子ども・被災者支援法」を握りつぶしています。高放射線汚染地域への

帰還を進め、被ぱくを強要しています。

東京電力と政府は、福島第1原発事故による全ての放射能被ばく被害に責任を持ち、補償するべきです。

放射能健康診断の実現で、被ぱくレない権利を確立し、核と原発のない社会を作り出していきまレょう。

~代表候惨~

井戸川丸隆(前双f吉町長)放射能健診100万人著名運動全国実行委員長

闘騒嬬露軍態調
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小山潔

〈放射能健診署名

全国事務局長〕

斉藤征二

(元原発下請麹働者〕

高松勇

〈小児科E‘E療問題研究会〉

川田龍平

(参議院議員〉

古賀真子

(日本消費者連盟共同代表〕

矢ケ崎克馬

〈琉球大学名警教授〉



念理大臣
享生労働J大臣

復興大臣
環境大臣

年月日

どEでも誰にでも、放射能健診の実施を要求します
| 要求事項 | 

1. 子どもでも成人でも、原発事故の放射能汚染による健康被害の不安を抱き、健康診断を希望する者全

員に、固と東京電力の責任で無償で放射能健康診断を行うこと。

2. 子どもでも成人でも、原発事故の放射能汚染の被災地の住民と、被災地からの避難・移住者に対する

医療を、国と東京電力の責任で無償で行うこと。

3. 原発事故による放射能汚染の被災地の住民と被災地からの避難・移住者に対して実施した健康診断

の結果を、本人に開示するとともに国民に公表すること。

要求の趣旨

福島県で「子ども89人に甲状腺ガンまたはその強い疑いJ(2014年5月公表)と、病変が多発する異常事態が公表され

ました。原発・放射能事故の恐怖の中で、国が繰り返した「直ちに健康に影響は出ない」の言葉を信じて耐えてきた人々

の痛苦と後悔は、どんなに深く大きいでしょう。 2011年3月15日、原発の2度目の大;爆発で、放射能が東京を含む関東一

帯を強く汚染しました。その時に避難した人も留まった人も被ばくし、また子どもを被ばくさせたことで自らを責め苦しむ人

が、どんなに多いことでしょう。

放射能事故は加害者・固と東京電力による紛れもない人災、違法な公害事故です。しかし国は放射能による健康被害

を認めず、福島県の小児甲状腺ガンは放射能のせいではないと言い張り、避難住民に汚染地帯への帰還を迫ります。

いったいあと何人の被害者が出たら、国と東電は責任を認め、謝罪するのでしょうか。 250ミリSvの放射線を浴びた原発

事故の労働者や原発の放水作業の消防士らは、今どうしているでしょうか。国も東京電力も報道機関も真実を隠し、伝え

ません。

チェルノブ、イリ事故は27年経つ今も避難区域外の住民に健康被害をもたらします。そして被災地では国の責任で健康

診断が続けられています。福島原発は今も放射能を、空に海に放出し続けます。私たちも、日本中どこにいても、放射能

被ばくから逃れられません。しかし希望者全員に放射能健診を、そして被害者に医療補償を実施し、病気の早期発見と

治療で被害を防ぐことは可能です。

私たちは被ばくした人々への、ふさわしい扱いを求めます。甲状腺ガンやその他の被曝の影響の見守りのため、血液

や尿、心電図、甲状腺エコー検査などを求めます。そして何より、私たち被曝した者をモルモットでなく、人間として扱うこ

とを求めます。そのためには情報の開示と公開が不可欠です。

もう国が動くのを待つてはいられませんo福島県近隣の市町村が独自に放射能健診を始めました。とれは住民の共通

の要求です。固と東京電力が自らの責任を認め、要求を受け入れるよう求めます。

名 目日

E署名送付先放射能健康診断100万人署名運動全冨実行委員会

干536-0016 大阪市城東区蒲生T了目6-21フリースペースひまわり気位

干120-0024 東京都足立区千住関屋町8-8-2階

住 所

http://housyanoukenko.3rin.net/ 
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